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インタビュー「鶏卵卸売価格をどう読むか」（2）

貫井：前回に引き続き鶏卵卸売価格についてインタビュー致します。今年の初めに様々な養鶏関係者が2021年の鶏

卵相場予想をしていました。境野さんはどうお考えでしょうか。

境野：鶏卵関係者の今年の相場予想は、ここ数年の増羽による供給過多が根底にありましたし、また新型コロナ感染症

の終息の目処も立っていませんので、大方の予想は史上最安値になるのではないかと危惧されていました。つまり、昨

年11月5日香川県から始まった高病原性鳥インフルエンザ(H5N8)がここまで全国的に大発生するとは思っていません

でした。今現在、予想に反して相場は堅調に推移しています。現在（3月中旬取材当時）の育成鶏・種鶏を除いた行政

処置殺処分羽数はおよそ成鶏羽数800万羽です。2019年日本の飼養成鶏羽数1.4億羽の6%足らずの羽数が行政処

置殺処分になったことになります。成鶏羽数の1%増減が相場10円/kg程度に相当するといわれています。従って、成

鶏羽数が約6%減ると約60円/kg相場が上昇するのではないかと思われます。令和2年の年平均が171円/㎏でしたの

で、令和3年の相場は6年前（2015年、228円/㎏）のような230円/㎏程度になるのではないでしょうか。しかしながら、

誰も予想できない事態が今起きていますよね。

貫井：新型コロナウイルス感染症の影響でしょうか。

境野：はい。一番の問題は新型コロナの状況がどうなるかです。ワクチン接種が始まりましたが今後どのような形で終

息するのか皆目見当がつきません。コロナの状況が鶏卵相場の上下に影響を与えることは2020年で分かっていますの

で、2021年がどうなるのか予想するのはとても難しいですが、人の動きが戻り業務用の卵の消費が伸びれば鶏卵価格

がさらに跳ね上がることは確かでしょうね。

貫井：最後に今後の採卵鶏業界についてお聞かせください(表2：次頁参照)。

境野：ワクチンメーカーにとってはひな餌付け羽数というのが気になるところですよね。1990年の採卵用めすは111

百万羽で2020年は109百万羽でした。ワクチン代というのは1羽当たり80円前後になるので、採卵鶏のワクチン業

界の市場規模は90億円足らずになりますでしょうか。これから日本は、さらに少子高齢化が進み人口減少に歯止めが効

かないといわれています。このことは、日本の養鶏業界のみならず日本経済全体にとっても、経験したことのない大き

なマイナスの影響を及ぼすことになると予想されています。一説には、このままの出生率で行くと2050年頃には日本

の人口が1億人を切ると言われています。鶏卵相場は、需給バランスによって価格が決まります。鶏卵の供給量は、飼

養成鶏羽数で決りますし、需要は消費人口で決りますよね。日本人は、卵が大好きで世界でもたくさん卵を消費する国

民ですが、人口が大幅に減ってしまうと需給のバランスが大幅に崩れます。増羽が始まる前の2016年の状況から、成

鶏羽数と人口比を見てみますと飼養成鶏羽数は134百万羽で、人口は127百万人でした。この時の鶏卵相場は東京M

基準値が年平均205円/kgでした。とても良い相場だったと思います。日本の適正な飼養成鶏羽数は、人口比に対し

て約5～ 6%多い位が丁度よいのかもしれません。2050年頃になると、現在の日本の人口127百万人から27百万

人が減少します。人口減少に伴って消費量がその分減少します。ではいったい27百万人が消費していた卵はどこへ行く

のでしょうか。今後は、この先30年後の採卵鶏業界の状況を見据えた経営を考えていかなくてはなりませんね。

貫井：境野さん、本日はインタビューをお引き受けいただきありがとうございました。

境野：ありがとうございました。

境野 明（アグリ・サポート株式会社　代表取締役）
　　　　　　貫井 涼平（営業部　学術･安全管理室）
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*農林水産省「畜産統計調査」より作成
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